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東北防衛局広報紙

三沢飛行場に飛来した米空軍グローバル・ホーク

（写真：米空軍三沢基地ホームページ）

特集
☑ 沖縄県の負担軽減 in みちのく
　　  沖縄県道 104 号線越え実弾射撃訓練
　　  三沢飛行場における航空機の訓練移転

☑ 周辺地域との調和を図るための取組み
　　  三沢市第一配水場通水式

☑ 守るを支える
　　  松島救難隊　格納庫新設・運用開始
　　  職員採用情報（業務説明会、官庁訪問のご案内）
　　  新着任幹部紹介、新規採用者紹介

☑ インフォメーション

ーグアムから三沢飛行場へー

グローバル・ホーク一時展開



2013（平成25）年10月の日米「２＋２」共同発表において、「2014年春から、グローバル・ホーク無人機のロー

テーションによる展開を開始する」旨記述されました。

現在、グアム島（米国）のアンダーセン米空軍基地を拠点に運用している米空軍グローバル・ホークの夏季における

活動は、台風など悪天候の影響により制約を受けています。

三沢飛行場に一時展開することで、より安定した運用が確保され、米軍の情報収集能力が一層向上し、これによりア

ジア太平洋地域における米軍の抑止力の維持・向上につながり、我が国の安全並びに地域の平和及び安全の維持に寄

与することになります。

グローバル・ホーク２機が通常毎年５月頃から10月頃までの間、展開される予定で、運用のためのパイロット、整

備士等約40人程度の人員が三沢飛行場に一時展開し、必要な機材が一時的に配置されます。

グローバル・ホーク２機は、本年５月24日及び28日にそれぞれ三沢飛行場へ飛来し、30日にメディアへ公開されま

した。

（写真：米空軍三沢基地ホームページ）

記者会見を行う在日米空軍司令官アンジェレラ中将（右から二人目）

グローバル・ホーク一時展開　－グアムから三沢飛行場へ－☑
特集

情
報
収
集
、
警
戒
監
視
、
偵
察
を
任
務
と
す

る
高
高
度
滞
空
型
無
人
偵
察
機
で
す
。
そ
の
特

徴
は
、
画
像
等
の
情
報
収
集
を
行
い
、
攻
撃
能

力
は
有
し
て
お
ら
ず
、高
度
５
万
フ
ィ
ー
ト（
約

１
万
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
）
以
上
を
航
行
し
、

無
線
通
信
及
び
衛
星
通
信
に
よ
り
地
上
か
ら
操

縦
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
イ
ラ
ク
及
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
お
け
る
作
戦
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

ト
モ
ダ
チ
作
戦
、
ハ
イ
チ
に
お
け
る
人
道
支
援

な
ど
の
任
務
等
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

全
幅
：
39
・
９
メ
ー
ト
ル

全
長
：
14
・
５
メ
ー
ト
ル

全
高
：
４
・
７
メ
ー
ト
ル

※
詳
し
く
は
、
東
北
防
衛
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

　

て
い
ま
す
。

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/rdb/tohoku/global-haw

k/

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ホ
ー
ク
の
概
要

安
全
な
運
用
の
た
め
に

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ホ
ー
ク
は
、
無
人
機
で
す
が
、

有
人
の
航
空
機
と
同
じ
く
管
制
の
指
示
に
従
っ

て
航
行
す
る
機
能
等
を
備
え
、ま
た
既
に
米
国
、

欧
州
等
を
始
め
と
す
る
他
の
国
、
地
域
に
お
い

て
も
安
全
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
に
お

け
る
実
際
の
運
用
に
際
し
て
も
、
米
軍
は
、
我

が
国
の
管
制
の
指
示
に
従
っ
て
運
用
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
原
子
力
関
連
施
設
の
上
空
を
回
避
す

る
飛
行
経
路
の
設
定
や
民
間
航
空
機
へ
の
影
響

を
最
小
限
と
す
る
な
ど
必
要
な
調
整
が
行
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
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三
沢
基
地
に
お
け
る
航
空
機
の
訓
練
移
転

沖
縄
県
道
１
０
４
号
線
越
え
実
弾
射
撃
訓
練

 

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り

三
沢
市　

第
一
配
水
場
通
水
式

青
森
県
三
沢
市
大
字
猫ね
こ
ま
た又

に
あ
る

三
沢
市
第
一
配
水
場
で
４
月
14
日
、

三
沢
市
長
、
東
北
防
衛
局
長
を
含
む

関
係
者
が
出
席
し
、
通
水
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
第
一
配
水
場
は
、
三
沢

市
全
体
の
約
６
割
の
水
量
を
供
給
し

て
お
り
、
水
源
で
あ
る
地
下
水
の
低

下
に
よ
る
取
水
量
の
減
少
や
給
水
量

の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
に
建
設
さ

れ
た
施
設
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
市
民
の
生
活
を
支
え

る
重
要
な
基
幹
施
設
で
す
が
、
施
設

の
老
朽
化
が
著
し
く

維
持
管
理
が
困
難
に

な
っ
て
い
た
こ
と
な

ど
か
ら
、「
地
震
や

水
害
な
ど
、
多
く
の

災
害
が
発
生
し
、
水

道
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
し
て
の
重
要
性
は

通水スイッチを入れる関係者

ま
す
ま
す
高
ま
り
、
水
の
持
続
的
な
供
給
確
保

に
向
け
、
施
設
の
耐
震
化
等
、
災
害
に
強
い
水

道
づ
く
り
が
急
務
」
と
し
て
安
定
的
に
給
水
で

き
る
よ
う
防
衛
省
の
民
生
安
定
施
設
助
成
事
業

に
よ
り
施
設
整
備
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
平
成
18
年
度
に
実
施
設
計
、
19

年
度
に
用
地
買
収
、
20
年
度
に
配
水
管
や
導
水

管
工
事
の
一
部
、
21
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
に

配
水
場
本
体
や
場
内
整
備
工
事
な
ど
、
８
年
か

け
て
整
備
さ
れ
、
東
北
防
衛
局
で
は
、
総
事
業

費
約
28
億
円
の
う
ち
、
約
17
億
円
を
補
助
し
ま

し
た
。

通
水
式
で
、
種
市
一か
ず
ま
さ正
三
沢
市
長
は
、「
安

心
で
安
定
し
た
給
水
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
と
、
地

震
や
事
故
対
応
を
含
め
た
総
合
的
な
危
機
管
理

体
制
が
確
立
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
住
民
の
生

活
及
び
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
大
い

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

完成した三沢市第一配水場

沖
縄
県
に
所
在
す
る
米
軍
施
設
キ
ャ
ン
プ
・

ハ
ン
セ
ン
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
１
５
５

ミ
リ
榴
弾
砲
に
よ
る
沖
縄
県
道
１
０
４
号
線
越

え
実
弾
射
撃
訓
練
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
の
負

担
軽
減
を
図
る
観
点
な
ど
か
ら
、
本
土
の
５
ヵ

所
の
演
習
場
の
関
係
自
治
体
か
ら
理
解
を
得
て

平
成
９
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
北
地
方
で
は
、
宮
城
県
に
所
在
す
る
王
城

寺
原
演
習
場
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
12
回
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
東
北
防
衛
局
は
、
訓
練
の
安

全
な
実
施
、
地
元
の
安
全
、
安
心
の
確
保
、
不

安
の
解
消
の
た
め
、
現
地
連
絡
本
部
を
演
習
場

内
に
設
置
し
、
米
軍
へ
の
支
援
や
関
係

自
治
体
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
５
月
30
日
に
沖
縄

か
ら
訓
練
部
隊
が
宮
城
県
入
り
し
、

１
５
５
ミ
リ
榴
弾
砲
等
に
よ
る
実
弾
射

撃
が
６
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
間
、

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
終
了
後
は
、

地
域
へ
の
貢
献
や
交
流
活
動
の
一
環
と

し
て
、
奉
仕
活
動
や
交
流
会
を
行
い
、

日
米
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

三
沢
基
地
に
お
け
る
航
空
機
の

訓
練
移
転
の
実
施
は
、
日
米
間
の

相
互
運
用
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
訓
練
活
動
に
関
す
る
地
元

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
米
軍
再
編
の
一
部
で
す
。

「
再
編
実
施
の
た
め
の
日
米
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」（
平
成
18
年
５

月
）
に
基
づ
き
、
米
軍
の
３
飛
行

場
の
航
空
機
が
、
航
空
自
衛
隊
の

６
基
地
に
お
い
て
訓
練
移
転
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
１
月
に
は
、
日
米
合

同
委
員
会
合
意
に
お
い
て
、
グ
ア

ム
等
を
使
用
し
た
航
空
機
訓
練
移

転
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
関
係
自
治
体
の
理

解
を
得
て
、
平
成
26
年
３
月
の
日

米
合
同
委
員
会
合
意
に
お
い
て

は
、
航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
又
は

千
歳
基
地
へ
飛
来
し
て
行
わ
れ
る

訓
練
移
転
に
お
い
て
、
三
沢
対
地

射
爆
撃
場
（
青
森
県
）
を
使
用
し

た
空
対
地
射
爆
撃
訓
練
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
沖
縄

県
の
嘉
手
納
飛
行
場
へ
飛
来
し
て

鳥
島
等
で
実
施
さ
れ
て
い
た
訓
練

の
一
部
を
本
土
へ
移
転
す
る
も
の

で
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

米
軍
三
沢
飛
行
場
か
ら
の
航
空
機
の
訓
練
移

転
は
、
現
在
ま
で
11
回
実
施
さ
れ
、
空
自
三
沢

基
地
へ
の
訓
練
移
転
は
、
計
６
回
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
26
年
６
月
に
は
、
岩
国
飛
行
場
か
ら
三

沢
基
地
へ
の
訓
練
移
転
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
防
衛
局
で
は
、
円
滑
な
航
空
機
の
訓
練
移

転
の
実
施
の
た
め
に
、
訓
練
期
間
中
、
現
地
連

絡
本
部
を
設
置
し
、
関
係
機
関
等
へ
の
情
報
提

供
、
騒
音
測
定
、
米
軍
へ
の
支
援
や
事
件
・
事

故
へ
の
対
応
等
を
行
い
ま
し
た
。

沖縄県の負担軽減 in みちのく

 

松
島
基
地
に
救
難
の
「
か
な
め
」

　

松
島
救
難
隊　

格
納
庫
新
設
・
運
用
開
始

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
航
空

自
衛
隊
松
島
基
地
（
宮
城
県
）
で
、

松
島
救
難
隊
格
納
庫
新
設
工
事
、
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
格
納
庫
改
修
工
事

が
相
次
い
で
平
成
26
年
３
月
に
完
成

し
、
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

救
難
隊
格
納
庫
は
、
災
害
時
に
捜

索
な
ど
に
あ
た
る
救
難
捜
索
機
Ｕ

－

１
２
５
Ａ
や
、
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

Ｕ
Ｈ

－

60
Ｊ
の
格
納
庫
で
あ
り
、
完

成
し
た
格
納
庫
は
、
鉄
骨
造
平
屋
建

て
約
３
１
０
０
㎡
で
、
こ
れ
ま
で
の

地
盤
か
ら
津
波
対
策
と
し
て
約
４
・

５
ｍ
盛
土
し
た
高
台
の
上
に
建
て
ら

れ
、
内
部
に
は
航
空
機
を
洗
浄
す
る

洗
機
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い
ま
す
。

27
日
に
行
わ
れ
た
落
成
式
で
、
松

島
救
難
隊
長
の
西
村
修
２
等
空
佐

は
、「
単
な
る
格
納
庫
の
復
旧
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
東
日
本
大

震
災
ク
ラ
ス
の
津
波
が
来
た
状
況
下

に
お
い
て
も
、
救
難
機
を
流
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
救
難
機
の
翼
を
使
っ
て

任
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
極
め
て
大
き
な
意
義
の
あ
る
復

旧
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

米軍再編に係る航空機訓練移転について

○経緯
再編の実施のための日米ロードマップ（平成１８

年５月１日）に基づき、二国間の相互運用性の向上と
在日米軍飛行場の周辺地域における訓練活動の影響を
軽減するため、平成１８年度以降、米軍の嘉手納、三
沢及び岩国飛行場から自衛隊の千歳、三沢、百里、小
松、築城及び新田原基地への航空機の訓練移転を実施

百 里
築 城

新田原

嘉手納
（Ｆ－１５）

岩 国
（Ｆ／Ａ－１８）

三 沢
（Ｆ－１６）

千 歳

小 松

【凡例】

：訓練移転先

：訓練移転元

ま
た
、
松

島
基
地
司
令

の
有
馬
龍
也

空
将
補
は

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、「
松

島
基
地
の
航

空
救
難
態
勢

は
一
層
磐
石

な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。」

と
コ
メ
ン
ト

し
ま
し
た
。

松
島
救
難

隊
は
、
東
日

完成した格納庫前に駐機する松島救難隊の「翼」

米海兵隊 155 ミリりゅう弾砲

周辺地域との調和を図るための取組み

守るを支える

（写真：松島救難隊）

本
大
震
災
に
お
い
て
救
難
捜
索
機
や
救
難
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
と
い
っ
た
「
翼
」
を
失
い
な
が
ら
も

「That others m
ay live

」（
他
の
人
を
生
か

す
た
め
に
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
た
め

に
）
の
救
難
精
神
を
失
わ
ず
、
震
災
当
初
は
、

で
き
る
限
り
の
活
動
と
し
て
ボ
ー
ト
に
よ
る
救

助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
新
た
に
完
成
し
た
格
納
庫
か

ら
「That others m

ay live

」
の
救
難
精
神

を
持
っ
た
隊
員
が
「
翼
」
に
乗
り
込
み
任
務
に

飛
び
立
ち
ま
す
。

☑

☑

☑
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防衛省では、人事院が行う国家公務員採用総合職試験（院卒者試験、大卒程度試験）及び国家公務員採用 

一般職試験（大卒程度試験、高卒者試験）の合格者から事務官等（事務職・技術職）の採用を行っています。 

国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）の合格者からの採用は以下の流れとなっています。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

〇防衛省官庁訪問 

官庁業務合同説明会（人事院主催）の翌日から防衛省の官庁訪問を 

陸上自衛隊、海上自衛隊及び東北防衛局が合同で開催します。防衛省 

の概要や各機関の具体的な業務内容をご説明し、みなさんの疑問・質 

問等に直接お答えします。防衛省のより詳しい情報や先輩職員の話を 

聞くことができます。開催日時、申込方法等の詳細については、東北 

防衛局のホームページに掲載しますので、ご確認ください。 

〇官庁業務合同説明会（人事院主催） 

国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）の第１次試験合格者を 

対象に下記の日時で官庁業務合同説明会が実施されます。東北地区に 

所在する各官庁（採用機関）がそれぞれの相談コーナーでみなさんの 

疑問・質問等に直接お答えします。また、官庁訪問の予約を取ること 

もできます。各官庁の情報を入手することのできるまたとない機会で 

すので、官庁業務合同説明会にご参加いただき、防衛省のブースにも 

お越しください。 

 

防衛省職員（事務官等）採用情報 
－国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）の合格者からの採用について－ 
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△昨年度官庁業務合同説明会（防衛省ブース） 

申
込
期
間 

＜採用までの流れ＞ 

日時：平成 26 年 7 月 11 日(金)～ 

場所：仙台第３合同庁舎（仙台市宮城野区五輪 1-3-15） 

官庁業務合同説

明会、官庁訪問

へのご参加をお

待ちしておりま

す！ 

日時：平成 26 年 7 月 10 日(木) 10 時～16 時（予定） 

場所：仙台国際センター（仙台市青葉区青葉山無番地） 

岩
いわぶち

渕　亮
りょうた

太　調達部土木課
仕事を覚えるために積極的な行動に心が
け、東北防衛局の一員としていち早く働け
るよう頑張りたいと思います。

角
すみ

　卓
た く や

哉　調達部設備課
分からないことも多く、迷惑をかけること
も多いと思いますが、健康に留意しつつ、
早く仕事を覚えていきたいと思います。

小
お が わ

川　祥
よ し お

生　調達部土木課
東北にも職場にもまだまだ慣れない日々で
すが、早く一人前となって国民の皆様のお
役に立てるよう頑張ります。

高
たかはし

橋　祐
ゆ う ま

真　調達部設備課
日本を守る組織の一員であるという自覚を
持ち、責任を持って職務に取組み、信頼で
きる職員となるよう成長していきます。

佐
さ と う

藤　希
の ぞ み

美　調達部土木課
覚えることが多く、仕事に慣れるには時間
が掛かりそうですが、早く業務を覚えたい
と思います。

奥
おくやま

山　寿
としふみ

史　三沢防衛事務所業務課
基地周辺の住民の方々と直接顔を合わせる
ことを通して、住民の方々から信頼される
職員を目指していきます！

４
月
１
日
付
け
で
企
画
部
長
を
拝
命
し
ま
し

た
平
松
で
す
。
東
北
防
衛
局
の
勤
務
は
約
１
年

半
ぶ
り
、
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
発
生
当
時
、
こ
の
仙
台
の
地
で
惨
状
を
目
の

当
た
り
に
し
て
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
再
び
仙

台
の
地
で
勤
務
す
る
機
会
を
得
た
今
、
復
旧
・

復
興
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。復

旧
・
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
掛
か
る

か
と
は
思
い
ま
す
が
、
震
災
を
経
験
し
た
者
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
東
北
が
元
気
に
な
り

輝
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
東
北
防
衛
局
管
内
に
は
、
重
要
な
自

衛
隊
施
設
や
米
軍
施
設
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
防
衛
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
関
係
地
方
公
共
団
体
や
地
域
の
方
々
の
御
理

解
・
御
協
力
の
も
と
安
定
的
な
使
用
や
円
滑
な

運
用
が
図
ら
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
防
衛
施

設
の
安
定
使
用
の
た
め
皆
様
方
と
よ
り
一
層
の

信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

新年度となり、「東北のかなめ」を編集する担当も新たになりました。約３ヵ月が経過しますが、掲載記事の選択、

紙面の構成や配色を含めたレイアウトなど、頭を悩ませてばかりです。（担当者が紙面を作成しているんですよ！）

当局も仙台防衛施設局から東北防衛局となり、約５年が過ぎましたが、まだまだ地方公共団体や地域住民の皆

様には『施設局』というイメージが根強く、『防衛局』と呼んでいただけないこともあり、ＰＲ不足を実感して

いるところです。そこで、ＰＲ強化のため、今回、「東北のかなめ」を配布している機関等にアンケートをお願

いすることにしました。皆様に知っていただけるよう、これまで以上に工夫を凝らした紙面作りに力を入れてい

こうと思いますので、ご協力をお願いいたします。

編集後記

防衛省　東北防衛局
宮城県仙台市宮城野区五輪１丁目３－１５
℡　０２２－２９７－８２０９
ホームページ　http://www.mod.go.jp/rdb/tohoku/

新着任幹部

新規採用者
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東北の主な自衛隊広報行事
　自衛隊（東北管内）が今後予定している主な広報行事等は次のとおりです。是非、見に来てください。

※事前の申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけの前に問い合わせ先にご確認ください。

開　催　日 イ　ベ　ン　ト　名 開  催  場  所 問 い 合 わ せ 先

空 ７月13日（日） 車力分屯基地34周年記念開庁祭 車力分屯基地
車力分屯基地総務班

0173-56-2531(202）

海 ７月19日（土）
八戸航空基地サマーフェスタ

（少年サッカー大会）
八戸航空基地

第２航空群司令部広報室

0178-28-1111(2331)

海
７月19日（土）

～21日（月）

艦艇広報in八戸

（護衛艦「ゆうだち」）
八太郎４号埠頭Ｐ岸壁

自衛隊青森地方協力本部広報室

017-776-1594・1606

空 ７月24日（木）
夏休みちびっ子ヤング大会

※事前申し込みが必要です！
三沢基地

第３航空団司令部監理部広報班

0176-53-4121(3313)

陸 ７月25日（金） 仙台駐屯地夏祭り 仙台駐屯地
仙台駐屯地司令職務室

022-231-1111(3861)

陸 ７月26日（土）
船岡駐屯地夏祭り

（フェスティバルinしばた）
船岡駐屯地

船岡駐屯地司令職務室

0224-55-2301(208)

陸
７月26日（土）

～27日（日）

親子キャンプ

※事前申し込みが必要です！
神町駐屯地

神町駐屯地広報室

0237-48-1151(5898)

陸 ８月１日（金） 神町駐屯地納涼祭 神町駐屯地
神町駐屯地広報室

0237-48-1151(5898)

空 ８月２日（土）
航空機体験搭乗（ＣＨ－４７Ｊ）

※事前申し込みが必要です！
三沢基地

第３航空団司令部監理部広報班

0176-53-4121(3313)

陸 ８月５日（火） 八戸駐屯地納涼盆踊り 八戸駐屯地
八戸駐屯地司令職務室

0178-28-3111(2065)

陸 ８月７日（木） 霞目駐屯地納涼盆踊り 霞目駐屯地
霞目駐屯地広報室

022-286-3101(301)

陸 ８月９日（土） 西地区市民納涼盆踊り大会 福島駐屯地
福島駐屯地広報班

024-593-1212(204)

陸 ８月20日（水） 青森駐屯地納涼盆踊り 青森駐屯地
青森駐屯地司令職務室

017-781-0161(6370)

空 ８月23日（土）
三沢まつり

（三沢国際サマーフェスティバル）
三沢市内路上

第３航空団司令部監理部広報班

0176-53-4121(3313)

空 ８月30日（土）
姫神ホールふれあいコンサート

航空自衛隊北部航空音楽隊演奏会

姫神ホール

盛岡市渋民文化会館

自衛隊岩手地方協力本部

019-623-3236

空 ８月31日（日） 花巻市音楽まつり 花巻市文化会館
自衛隊岩手地方協力本部

019-623-3236

空 ９月７日（日） 三沢基地航空際 三沢基地
第３航空団司令部監理部広報班

0176-53-4121(3313)

陸 ９月13日（土）
平成26年度自衛隊創立記念日行事

（弘前市中パレード）
青森県弘前市

弘前駐屯地広報室

0172-87-2111(205)

海 ９月20日（土） 大湊航空基地開隊記念基地一般開放 大湊航空基地隊
第25航空隊総務室広報

0175-24-1111(3406)

海 ９月21日（日） 八戸航空基地祭 八戸航空基地
第２航空群司令部広報室

0178-28-1111(2331)

陸 ９月21日（日） 秋田駐屯地創立62周年記念行事 秋田駐屯地
秋田駐屯地広報室

018-845-0125(361)

陸 ９月27日（土） 東北方面隊音楽フェスティバル 東京エレクトロンホール宮城
東北方面総監部広報室

022-231-1111(2373)

陸 ９月28日（日） 東北方面隊創隊54周年記念行事 仙台駐屯地
東北方面総監部広報室

022-231-1111(2373)

７月

８月

９月
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